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英語の無強勢音節

―子音の重さと形態構造―l

山本武史

要旨 本稿は，語頭に主強勢を持ち，唇もしくは舌背を調音点に持つ子音 ([p,b, f, v, m, k, 

9,JJ]) Iつで終わる英語の 3音節語の語末音節を観察することによって，末尾子音の重さ

および形態構造と副強勢との関係を明らかにすることを目的とする。約 18,000語のデータ

ベースから条件に合う 234語を抽出して調べた結果，語末音節が複合語等の後部要素の強

勢音節に相当する場合 (booby!!__<氾 make-believe)や接辞ではない拘束形態素に相当する場

合 (horo~団は末尾子音の種類にかかわらず副強勢を持つ一方，接尾辞に相当する場合

および明らかな形態素境界を含まない語の場合には末尾子音が重いほど副強勢を持ちやす

いことが分かった。

1初めに

重い音節が強勢を引きつけることはよく知られている。例えば， Hammond(1999)は次

の制約を用いて最酒性理論の枠組みで英語の強勢を論じている。

(1) WEIGHT-TO-STRESS (WSP) (Hammond (1999: 170)) 

Stress heavy (polymoraic) syllables. 

2 
一方， Ross(1972: 250-254)は "nondentalobstruent"である [p,k, b, g, tJ, f, J, v, 3]で終

わる名詞は語末音節に強勢を持ち，その他の子音で終わる名詞は強勢を持つことも持たな

いこともあることを指摘している。次に， Rossが挙げる例の中から語頭に主強勢がある 3

音節の語を各子音 lつずつ選んで示す。

(2) Ross (1972: 250-254) 

a. [p, k, b, g, tf, f, f, v, 3] 

[p] handi呼Q I [b] shishkabob / 

[k] tomahawk / [g] p6lly~/ 

[tJl tsarev1tch / 

1)本研究は JSPS科研費 17K02832 「分節素の重さとソノリティーの統合」の助成を受けたものである。

2) (2 b)に含まれる阻害音 [t,d, s, z] は歯音ではなく歯茎音であるが，ここでは硬口蓋歯茎音 [tf,dふf,3] 

を除外するためにこう呼んでいるものと思われる。
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[ f] fisticuff ／ [v] cytoflav ／ 

田 succotash ／ [3] camou坦~/

b. 上記以外の子音3

[ t] baccarat / idiot [ d] katydid / Iliad 

[ d3] / pilgri!!!_竿

[0] 6psimath / azimuth 

[s] sassafrass / syllabus [z] alveloz /-
4 

[m] diadem / modicum [n] ca'rava' n I alien 

[I] alcohol I capi皿 [1] sa'mova' r I inte坦

英語のフットは 2音節を基本とするので，語頭に主強勢を持つ 3音節語の末尾音節は副

強勢が与えられて 1音節フットを形成するか，無強勢音節として前のフットに後続するか

のどちらかである。 Ross によるこの指摘は，子音にはそれぞれ固有の重さがあり，同じ

eve型の構造を持つ音節でも末尾子音の種類によって強勢の引きつけやすさが異なるこ

とを示唆している。

(2a, b)の子音は，硬口蓋歯茎阻害音 [tf,dふ f,3] を除けば，調音点に関する弁別素性

[LABIAL], [eORONAL], [DORSAL] および調音法に関する弁別素性 [sonora叫によって

それぞれ(3a,b)のように表すことができるので，各素性値には子音の重さへの寄与に関し

て(4)のような関係があると考えられる。

(3) 硬口蓋歯茎阻害音 [tJ,d3ふ 3] を除いた(2)の子音

a. [p, b, f, v] = [LAB, -son] 

[k, g] = [DOR, -son] 

b. [m] = [LAB, +son] 

[t, d, 0, s, z] = [COR, -son] 

[n, 1, 1] = [COR, +son] 

(4) 子音の重さと弁別素性

a. 調音点

[LAB]> [COR] 

[DOR]> [COR] 

3) [h, w, j] は音節末には現れず，また [oJもこの環境には現れない。 [ IJ lは後に述べるように子音連続

/ng/であると考えられる。

4) Ross (1972: 251) は語末から 3音節目に強勢を持つ例が見つからなかったと述べている。
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b. 調音法

[-son]> [+son] 

ところが上述の Rossの指摘には注意すべき点がある。 Ross(1972: 252-253)は(2b)に示

したように[d3] で終わる多音節語で語末に強勢を持つものはないとしているが，挙げら

れている 3例 (mucilage,pilgrimage, advantage) はいずれも名詞化接尾辞 -ageを含むもの

であり，また(2b)で無強勢の例として挙げられているものの中には modicum等，接尾辞を

含抄ものもある。一般に接尾辞は無強勢で現れることが多く， pilgrimageや modicumの最

終音節が無強勢であるのは， [dふ叫が軽い子音であるからではなく，接尾辞であるという

理由も考えられるからである。本稿では，語頭に主強勢を持ち， [LAB] または [DOR] の

調音点を持つ子音 lつで終わる 3音節語の語末音節を名詞に限定せず観察することによっ

て，末尾子音および形態構造と副強勢の有無との関係を明らかにする。

2調査と結果

Cambridge Dictionary of American English (2000)に基づく約 18,000語のデータベースか

ら，語頭に主強勢を持つ 3音節語のうち語末子音が 1つである 1,435語を抽出し，そのう

ち語末子音の調音点が [LAB] または [DOR] である 234語の語末音節を観察した。

まず，語末音節を末尾子音と副強勢の有無で分類した結果を表 lに示す。 CDAE(2000)に

複数の音形が記載されている場合，最初のものだけを取り上げている。

＼ 
良ロ= ロ 舌背音

副強勢無強勢 無強勢率 副強勢 無強勢 無強勢率

Ip/ /kl 
無声破裂音

38語：：：：〇語 ： ： ： ： 25語 ： ： 0.0% 3 翌μ五口 10.7% 

/b/ /g/ 
有声破裂音

：：；〇語 ： ： ； 13語 ； 2 翌μ五口 0.0% 〇語 0.0% 

/f/ 
無声摩擦音

l語 ： ； 8語 11 .1 % 

/v/ 
有声摩擦音

4語 20語 83.8% 

Im/ [ JJ] 
鼻音

24語 26語 52.0% 4 翌μ五口 66語 94.3%

表 1 語末音節の末尾子音と副強勢の有無
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なお，使用した CDAE(2000)は主強勢位置の右側にある非弱母音に副強勢が表示される

タイプである。参考のため，以下に CDAE(2000), Oxford Dictionary of Pronunciation for 

Current English (= Upton et al. (2001)), Webster's Ninth New Collegiate Dictionary (1990), 

Cambridge English Pronouncing Dictionary(= Jones (2011)), Longman Pronunciation Dictionary 

(= Wells (2008)) による horoscope5の発音表記を示す。

(5) horoscope 

a. 副強勢を表示するもの

CDAE (2000) 'h::i:r•;-i,skoup 

ODP (2001)'h::ir::-i,skoup 

WNNCD (1990)'h6r-::-i-, skop 

b. 副強勢を表示しないもの

CEPD (2011) 

LPD (2008) 

'h::i:r.~.skoup 

'h::i:r~skoup 

次に， 234語の語末音節を形態的観点から分類した結果を以下に示す。「語の強勢音節」

としたものは語末音節が複合語等の後部要素 (boobyITfil)_, bric-a-brac) もしくは後部要素

の主強勢音節 (shishkebab, make-believe) に相当するもの，「その他」としたものは明らか

な形態素境界を含まない語である。

2.1 唇阻害音 /p,b,f,v/(ILAB,-son]) 

(2)の分類によれば，これらの子音で終わる名詞の語末音節には副強勢が与えられる。

2.1.1 破裂音 /p,b/ 

(6) /p/で終わる音節

A. 副強勢があるもの (100.0%)

a. 語の強勢音節 (10語）

booby trap, booby-trap, buttercup, coverup, follow-up, pick-me-up, runner-up, 

runners-up, skinny-dip, soda pop 

b. 接辞ではない拘束形態素6 scope, type (6語）

horoscope, microscope, periscope, stethoscope, telescope; 

prototype 

C. 接尾辞 -ship (16語）

5)米音と英音が両方記載されているものについては，米音の最初のものを示した。

6) Chomsky & Halle (1968: 34), Fudge (1984: 43-45, 52, 140-142)を参照のこと。
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authorship, censorship, chairmanship, craftsmanship, dealership, fellowship, 

leadership, marksmanship, membership, ownership, partnership, ridership, 

scholarship, sponsorship, sportsmanship, stewardship 

d. その他 (6語）

antelope, cantaloupe, envelope, handicap, lollipop, nincompoop 

B. 副強勢がないもの (0.0%)

なし

(7) lb/で終わる音節

A. 副強勢があるもの (100.0%)

a. 語の強勢音節 (2語）

shish kebab [shish kabob], taxicab 

B. 副強勢がないもの (0.0%)

なし

Ip, blで終わる音節で無強勢のものは見られなかったが， lblで終わる語は副強勢のある

語も 2語だけであった。 lblで終わる 2語はいずれも複合語で，語末音節は後部要素の強

勢音節であった。

WNNCD (1990)によると， (6Ad)の handicapは handin capを起源とし， lollipopの末尾音

節もおそらく語 popを起源とする。

2.1.2摩擦音 If,v/ 

(8) /f/で終わる音節

A. 副強勢があるもの (88.9%)

a. 語の強勢音節 (2語）

cloverleaf, waterproof 

b. 接辞ではない拘束形態素 graph,taph (6語）

autograph, paragraph, photograph, polygraph, telegraph; 

epitaph 

B. 副強勢がないもの (11.1%)

a. その他 (1語）

handkerchief (~handkerchief) 

If/で終わる語は 9語あり，そのうち handkerchiefだけが無強勢であった (11.1%)。ただ

し，この語には副強勢を置く形もある。 neckerchiefの存在からも分かる通り handkerchief
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は元来， handとkerchief(~kerchief) から成る複合語であるが，前部要素の分節素の変化お

よび後部要素の強勢から単純語化していることが窺える。

(8Ab)の epitaphに含まれる形態素 taphは graphほど造語力が高くないが， taphephobia,

taphonomyのような語にも含まれる。

(9) /v/で終わる音節

A. 副強勢があるもの (16.2%)

a. 語の強勢音節 (4語）

make-believe, microwave, overdrive, puppy love 

B. 副強勢がないもの (83.8%)

a. 接尾辞 -ive (20語）

additive, adjective, expletive, formative, fugitive, laxative, lucrative, narrative, 

negative, nutritive, positive, primitive, punitive, relative, secretive, sedative, sensitive, 

talkative, tentative, transitive 

/v/で終わる語は 24語あり，そのうち 20語 (83.8%) の語末音節が無強勢であった。こ

の 20語はすべて接尾辞 -iveを持つ名詞・形容詞で，無強勢音節はこの接尾辞を含む音節

である。また，副強勢がある 4語はいずれも複合語で，語末音節は後部要素の強勢音節で

ある。

2. 2唇共鳴音 /m/([LAB, +son)) 

(2)の分類によれば，この子音で終わる名詞の語末音節には副強勢が与えられることも与

えられないこともある。

(10) Im/で終わる音節

A. 副強勢があるもの (48.0%)

a. 語の強勢音節 (6語）

anytime, overtime; 

kilogram, milligram, pantomime, Styrofoam 

b. 接辞ではない拘束形態素 digm,gram, nome, nym, phragm, some (16語）

paradigm; 

anagram, diagram, epigram, hologram, mammogram, monogram, telegram; 

metronome; 

acronym, antonym, homonym, pseudonym, synonym; 

diaphram; 

chromosome 
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C. その他 (2語）

intercom, maritime 

B. 副強勢がないもの (52.0%)

a. 接尾辞 -dom,-im, -some, -um (23語）

叫 rtyrdom;

interim; 

bothersome,, cumbersome, troublesome, wearisome, worrisome; 

calcium, chromium, helium, maximum, medium, minimum, modicum, opium, 

optimum, pendulum, platinum, podium, premium, radium, sodium, stadium 

b. その他 (3語）

axiom, idiom, stratagem (~stratagem) 

Im/で終わる語は 50語あり，そのうち 26語 (52.0%) の語末音節が無強勢であった。 26

語のうち 22語が接尾辞 -dom, -um を持つ名詞および—some を持つ形容詞で，無強勢音節

は接尾辞の部分である。

Oxford English Dictionary (1989) によると (lOAc)の intercomは intercommunicationの略で

あり， (lOBa)の interim に含まれる—im はラテン語の副詞の接尾辞である。ーim は literatim,

verbatimのような語にも含まれる。

2.3舌背阻害音 /k,g/ ([DOR, -son]) 

(2)の分類によれば，これらの子音で終わる名詞の語末音節には副強勢が与えられる。

(11) /k/で終わる音節

A. 副強勢があるもの (89.3%)

a. 語の強勢音節 (16語）

aftershock, bottleneck, bric-a-brac, businesslike, comic book, cul-de-sac, garter snake, 

gunnysack, laughingstock, overlook, piggyback, pocketbook, quarterback, shuttlecock, 

statesmanlike, turtleneck 

b. 接尾辞 -ac,-ic (7語）

almanac, cardiac, maniac, zodiac; 

heretic, lunatic, politic 

C. その他 (2語）

artichoke, tomahawk 

B. 副強勢がないもの (10.7%)

a. 接尾辞 -ic (1語）

rhetoric 
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b. その他 (2語）

limerick, maverick 

(12) /g/で終わる音節

A. 副強勢があるもの (100.0%)

a. 語の強勢音節 (6語）

doggy bag, duffel bag, duffle bag, guinea pig, ladybug, underdog 

b. 接辞ではない拘束形態素 gogue,logue [log] (6語）

demagogue, synagogue; 

catalog [catalogue], dialogue [dialog], epilogue, monologue 

C. その他 (2語）

chug-a-lug, scalawag 

B. 副強勢がないもの (0.0%)

なし

/g/で終わる無強勢音節は見られなかったが， /klで終わる音節は 28語中 3語 (10.7%)

の語末音節が無強勢であった。

接尾辞 -icを持つ名詞・ 形容詞のうち heretic,lunatic, politicの語末音節には副強勢があ

るとされ， rhetoricにはないとされている。これについては第 3節で述べる。

2.4舌背共鳴音 [I)] ([DOR, +son)) 

[ IJ] は語頭に現れない等の理由により音韻的には子音連続 /ng/であり，[IJ] は [g] より

重いと考えられる。

(13) [I)] で終わる音節

A. 副強勢があるもの (5.7%)

a. 語の強勢音節 (3語）

anything, everything, overhang 

b. その他 (1語）

b' oomerang 

B. 副強勢がないもの (94.3%)

a. 接尾辞 -ing (66語）

bargaining, battering, blfstering, borrowing, burgeoning, challenging, chrfstening, 

c61oring, dazzling, faltering, fattening, flattering, flavoring, f611owing, frfghtening, 

galloping, gathering, grueling, hankering, happening, harrowing, interesting, ironing, 

lettering, lingering, loitering, maddening, marketing, menacing, neighboring, 
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nourishing, offering, opening, packaging, paneling, parenting, practising, promising, 

punishing, rationing, reasoning, reckoning, rendering, riveting, rollicking, rustling, 

scaffolding, seasoning, sickening, simmering, smattering, snorkeling, sobering, 

sparkling, staggering, startling, stymieing, suffering, swaggering, sweltering, 

threatening, towering, troubling, varying, vomiting, withering 

[ I)] で終わる語は 70語あり，そのうち 66語 (94.3%) の語末音節が無強勢であった。こ

れらはすべて屈折接尾辞 -ingを含む音節である。

3 分析

語末音節が語の強勢音節や接辞ではない拘束形態素に相当する場合は末尾子音の種類に

かかわらず副強勢を持つ一方 (14A), 接尾辞に相当する場合 (l4C) および antelopeのよ

うに明らかな形態素境界を含まない語の場合 (14B) には副強勢を持つものと持たないも

のがある。

(14) 語末音節と強勢

(A) (B) (C) (B)の例

a. Ip/ 

゜゜ ゜
ante正

b. lb/ 

゜C. /fl 

゜
x~o handkerchief~-chief 

d. /v/ 

゜
X 

e. Im/ 

゜
x-o X strata年～—臣皿

f. /kl 

゜
o-x o-x artichoke, limerick 

g. /g/ 

゜゜
chug-a—幽

h. [IJ] (= /ng/) 

゜゜
X b6ome堕罪

(A) 語の強勢音節．接辞ではない拘束形態素に相当する場合

(B) 明らかな形態素境界を含まない語の場合

(C) 接尾辞に相当する場合

〇 副強勢を持つ

x 副強勢を持たない

(C)の例

author建

additive 

martyrdom 

heretic, rhetoric 

bargai!!i!!g_ 

(3)では Ip,b, f, v, k, g/ ([-son]) は重<, Im/ ([ +son]) は軽いことが示唆されていた。 Ip/

と Im/の重さに関しては，接尾辞 -shipには副強勢が与えられるが接尾辞 -dom,-im, -some, 

-umは無強勢であること，および明らかな形態素境界を含まない語において Ip/で終わる
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音節は副強勢を持つが Im/で終わる音節は無強勢化が許されることから支持される。しか

し，接尾辞 -iveは無強勢であること，および明らかな形態素境界を含まない語において If/

で終わる音節は無強勢化が許されることから，摩擦音 /f,v/ ([+continuant]) は破裂音 Ip/

([ -continua叫）より軽いことが示唆される。

接尾辞 -icを持つ名詞・形容詞のうち heretic,lunatic, politicの語末音節には副強勢があ

るとされ， rhetoric にはないとされている。—ic のこの板る舞いは常に副強勢を持つ—ship

と常に無強勢で現れる—ive, -<lorn, -im, -some, -umとの間に位僅し， /k/は /plより軽< /ml 

より重いことが示唆される。

接尾辞 -ingが無強勢で現れるのは，これが屈折接尾辞であるからであろう。屈折接尾辞

は語に付加 さ れ る の で ， こ の [JJ] は末尾に子音結合 /ng/ を持ち重いと考えられる

恥 omer迎且の同子音とは異なり， [+son] の /I)/であると見なしうるかもしれない。

以上をまとめると次のようになる。

(15) 子音の重さと弁別素性 (Cf(4))

a. 調音点

[LAB]> [DOR]> [COR] 

b. 調音法

[-son, -cont] > [+son] 

[-son, -cont] > [ -son, +cont] 

4 終わりに

本稿では音節末尾子音の重さおよび形態構造と副強勢との関係を見たが，接尾辞の副強

勢の有無には音節初頭子音の影響も考えられる 7。接尾辞 -icは語により副強勢のあるもの

とないものに分かれるが，副強勢のある heretic,lunatic, politicの語末音節初頭子音は It/,

副強勢のない rhetoricの同子音は Ir/である。また，最初に挙げられている音形が 2音節

のため(llBa)には含まれていないが，初頭子音が /1/の Catholicの語末音節も無強勢とさ

れている。したがって， [COR,-son]である It/が [COR,+son] である /1,r/よりも重い

ために前者で始まる音節に副強勢が与えられるとも考えられる。

音節の重さに初頭子音も関与するとすると，常に副強勢を持つ接尾辞と常に無強勢で現

れる接尾辞の区別に関しても語末音節の初頭子音が関わっている可能性がある。また，

(l lBb)のlimerick,maverickの語末音節が(llBa)のrhetoricと同様に無強勢になっていること

から，初頭子音が音節の重さに関わることは，接尾辞に限らず無強勢音節一般に見られる

性質である可能性もある。この点も含め，本稿では扱わなかった [COR] を調音点に持つ

子音で終わる語も見る必要がある。

7) 山本 (2009), 山本 (2017)は接尾辞付加等における音節初頭子音の影響を論じている。
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